
～世界から期待され、世界をリードするJIPA～

★ 活動方針 ★
全てのテーマにおいて、単年または２年での成果を論説または資料発行できる形にまとめる。
また、部会発表、定期研修において、有益な情報を会員企業に提供する。
“コロナ禍だからこそ”も意識して、とにかく楽しく！全員が爪痕を残す活動を！！

情報システム委員会

担当理事：別宮(日産)
委 員 長 ：海野(日立)

第1小委員会
16名

★ 運営 ★

小委員長：内山(帝人)
補 佐 ：大原(ブラザー工業)
補 佐 ：鬼丸(住友ゴム)

森脇(パナソニック)
安田(キヤノン)

（敬称略）

定例会は1回/月開催
10:00～：正副委員長会
13:30～：全体委員会

小委員会活動
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★ ミッション ★
情報システム観点から知財課題の調査･研究を行い 「企業内外の情報システムのあるべき姿」
を、国内外の企業･特許庁･特許事務所に対して情報発信･提言を行う。

第2小委員会
8名

第3小委員会
8名

二宮(村田製作所)
宮沢(大正製薬)

藪田(クラレ)
・・・委員会運営/会計

仲岡(AGC)
・・・JPO/GDTF対応

◆33名で構成 ・・・ 3小委員会で活動
◆定期研修C9E担当 ・・・10/21~22開催予定
◆特許庁対応 ・・・委員(2名)と正副で担当
[20年度実績]
◆特許庁 特許情報室からの要請
- API提供トライアル参加企業の推薦要請への対応

→ 7/17説明会を開催し、7社を推薦しました。
◆特許庁 特許行政サービス室からの要請
- オンライン出願ソフト(Mac版)終了の周知要請

→ ペーパーレスニュースを発行しました(9/4)
→ メルマガを発信しました(9/15)

- パソコン出願ソフトユーザ連絡会
→ 開催方式を含めて現在検討/相談中

正副委員長会
（委員長・副委員長）



～世界から期待され、世界をリードするJIPA～

テーマ名
国内外の知財管理システムに関する調査・研究
狙い
最新の知財管理システムの提供環境や機能、企業における利用実態や課題、
また、その解決手段等について調査研究を行う。
JIPA会員企業が知財管理システムを選定する際に参考となる情報を発信する。
活動の概略

最新状況を踏まえた知財管理システム導入における留意点をまとめた別冊資料の作成。
情報システム委員会では、2004年度検討（知財管理システム導入における留意点）、
2005年度検討（ワークフロー導入における留意点）のそれぞれの成果について2006年に論
説の形式で纏めた。
しかしながら、当時と現在とではIT環境等も大きく変わっており、適切な内容とは言えない箇所
が発生していること、記載内容も必要十分とは言えなくなったこと、を受けて最新状況の反映、
内容拡充を行う。
アウトプット&スケジュール
別冊資料原稿投稿:2021年4月
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情報システム委員会 第１小委員会



～世界から期待され、世界をリードするJIPA～

テーマ名
企業内での知財情報の活用に関する調査･研究
狙い
企業において知財情報や知財以外の情報を用いて行われる業務の１つと考えられる、
「保有知財の維持放棄判断」に焦点をあて、企業における実態やニーズの把握と、
維持放棄判断の効率化を実現可能な情報システムの調査・研究を行う。
活動の概略
下記の活動を通じ、会員企業において保有知財の放棄維持判断を実践する際の参考
となる情報の提供や、システムベンダー等へのよりよいシステム開発に向けた提言を行う。
・情報システム委員会参加企業へのアンケートを通じた、①保有知財の維持放棄判断の
現状と課題・ニーズの整理、②特許の価値評価を行うツールの調査・分析

・情報システムの活用により維持放棄判断の効率化を実現している企業へのヒアリング
アウトプット＆スケジュール
論説投稿:2021年4月／東西部会2021年4月
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情報システム委員会 第２小委員会



～世界から期待され、世界をリードするJIPA～

テーマ名
新型コロナウイルスを契機にした知財業務における課題と対応
狙い
新型コロナウイルス（COVID-19）によって生じた各社の知財活動における課題と、その解
決に有益な情報とを発信し、会員企業の課題解決に資することを目的として活動する。
活動の概略
1. 会員企業へのアンケート調査を行い、各社の新型コロナウイルス（COVID-19）を契機

にした知財業務における課題と対応を明らかにし、同様の悩みを抱えている会員企業へ参
考情報として提供する。

2. 新型コロナウイルス（COVID-19） を契機に新たに追加した知財システムの機能につい
て調査を行う。

アンケートの傾向・・・約30社にアンケート(現在分析中⇒10/16中間報告を予定)
1. 課題は「社内IT環境」、「社内、社外とのコミュニケーション」、「書類（押印、サイン、紙の

請求書）」が多い。
2. 「社内IT環境」、「社外とのコミュニケーション」は解決しているものが多いが、「書類」、「社

内コミュニケーション」に関する課題はまだ多く残っている模様。
アウトプット＆スケジュール
論説投稿:2021年4月／東西部会2021年4月
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情報システム委員会 第３小委員会


